










 1′     。
 2 我輩は猫である。













 4 Q （店の従業員が）何にしますか。































 5′ ※     。　　（Google）
















 6 Q 何をお飲みになりますか。
  A 私は赤ワインで、彼は白ワインです。
 Google
  Q 　　　　A ※     ，他    。
 Microsoft
  Q 　　A ※     ，他    。
 Weblio
  Q 　　　　　A ※     ， 他    。
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 7 Q ご確認致します。こちらのお客様の注文は赤ワインで、奥様のご
注文は白ワインですね。
  A そうです。私は赤ワインです。彼女は白ワインです。
 7′ Q ， ， ，



































































　 、（2015）では、「ウナギ文」と「 」を「言語の経済原則（Economy 


























 8     308（ ）。　　8′ 私は308（号室）だ。 奥津（2007）
 9     。　　　　 9′ 私は クラスだ。














 10     ，     。
 10′ 天気予報は王麗で、スポーツニュースは李明です。
 11 ，     ，     。Chao （1968）10）
 11′ 私達は二人とも外国に嫁ぎました。私は日本人の夫です。彼女はア
メリカ人の夫です。
 12 。     ，     。
 12′ 二人ともに子供が出来ました。兄は女の子です。姉は男の子です。
 13     ，     。
 13′ 私はベンツです。彼は BMWです。
 14 ，     。
 14′ 選手の入場です。中国は孫楊です。























































 16  私はベンツです。
 16′ ※     。


























＋（ ／ ／ ／ ）＋料理名」と言うか（17A2）、いずれかである。
17A3のような「 」の形式は取らない。
 17 Q ／ ／ ／ 　Q′  何を注文しますか。
  A1 。　　　　　　　　　　　A1′ ラーメンです。
  A2 。　　　　　　　　　　A2′ 私はラーメンを注文します。

















 18 Q     　　 Q′  ご注文は赤ワインですね。
日本語の「ウナギ文」を中国語に訳す時
  A1     。    。　　　A1′ いいえ、白ワインです。

















 19 Q 　　Q′  お好きな音楽家は誰ですか。
  A1 。　　　　　　　A1′ ベートーヴェンです。
  B1 。　　　　　　　B1′ モーツァルトです。
  A2 。　　　　A2′ 私はベートーヴェンが好きです。
  B2 。　　　　B2′ 私はモーツァルトが好きです。
  A3 ※     。　　　　 A3′ 私はベートーヴェンです。















 20 Q 
  A1 ， ， 。
  A2 ，     ，     。
 20 Q′ 二人とも北京へ行きますか。
  A1′ いいえ、私は北京へ行き、彼は上海へ行きます。
  A2′ いいえ、私は北京ですが、彼は上海です。
 21 Q 
  A1 ， 。 。
  A2 ，     。     。
 21 Q′ 二人とも行先は北京ですか。
  A1′ いいえ、私が行くのは北京ですが、彼が行くのは上海です。
  A2′ いいえ、私は北京ですが、彼は上海です。
 大河内 （1982）12）

















































． A 。　　　　私は Aクラスです。







































































































注1）これらの「ウナギ文」は疑問文単体でも使える。例えば、「 308 」、「 」





























） 「 ， 。（私の国籍は中国で、金先生は韓国です）」
のような文を指す。
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日本語の「ウナギ文」を中国語に訳す時
When Translating the “Japanese Unagi-sentence” 
into Chinese
—An Observation of the “Chinese Manyu-sentence”—
YUAN, Xiaojin
 It is widely known that the “Unagi-sentence (‘I am the eel’ sentence)” is 
often used in Japanese. We can also find some similar sentences in Chinese, 
which are called “Manyu-sentence”, but there are not many and it seems that 
the restrictions on the generation of this kind of sentence is very strict in 
comparison with “Unagi-sentence”.
 This paper tries to clarify the decisive factors in creating a “Manyu-
sentence”. I suggest that we should treat “single sentence” cases and 
“question-answer-pair sentence” cases differently. In the former case, we 
should use the idea of “part-whole”, and in the latter case, the reply sentence 
must i) be in a contrast context, ii) be a verb echo reply, iii) satisfy the 
economy principle of language.
 Based on these analyses and the translation problems found from machine 
and Chinese learners, I also put forward some proposals on how to translate 
“Unagi-sentence” into Chinese.
 The present study on “Manyu-sentence” is not sufficient, so I hope this 
paper can supply a new view point.
